
登
録
画
面
が
表
示
さ
れ
、
高
額
な

料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
１
回
の
ク
リ
ッ
ク
で
契

約
が
成
立
し
た
か
の
よ
う
に
装
う

「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
」
と
呼
ば

れ
る
詐
欺
的
な
手
口
で
す
。
事
前

に
契
約
内
容
や
利
用
料
金
に
つ
い

て
利
用
者
に
十
分
な
説
明
が
な
い

場
合
、
契
約
は
成
立
し
て
い
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
支
払
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。
過
度
に
不
安
に
な
っ
て
不

当
請
求
に
応
じ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
連
絡
を
要
求
さ
れ
て
も
無
視
し

ま
し
ょ
う
。
あ
わ
て
て
電
話
や

メ
ー
ル
返
信
を
す
る
と
、
個
人
情

報
を
教
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
、
重
ね
て
連
絡
が
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
紹
介
し
た
事
例
の
場

合
、
自
分
か
ら
空
メ
ー
ル
送
信
し

て
い
ま
す
が
、
サ
イ
ト
側
は
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
だ
け
で
は
個
人
を
特

定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
携
帯
電

話
会
社
が
個
人
情
報
を
開
示
す
る

こ
と
は
原
則
あ
り
ま
せ
ん
。

　
携
帯
電
話
の
受
信
拒
否
機
能
を

利
用
し
て
様
子
を
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更

も
対
処
方
法
の
一
つ
で
す
。

　
不
安
な
場
合
は
、
消
費
生
活
相

談
室
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

い
き
な
り
「
登
録
完
了
」

料
金
請
求
！？

相
談
事
例

　

携
帯
電
話
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
、
あ
る
サ
イ
ト
の
動
画

再
生
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
途
端
、

「
登
録
完
了
」
の
文
字
と
料
金
請

求
画
面
が
表
示
さ
れ
た
。
あ
わ
て

て
請
求
画
面
に
あ
っ
た
「
退
会
す

る
」
ボ
タ
ン
を
押
し
、
空
メ
ー
ル

を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
、

「
料
金
を
支
払
わ
な
い
と
退
会
で

き
な
い
」
「
弁
護
士
に
個
人
情
報

を
調
べ
て
も
ら
い
告
訴
す
る
場
合

も
あ
る
」
と
返
信
メ
ー
ル
が
届
い

た
。
支
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
の

か
？

ア
ド
バ
イ
ス

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
中
に
、

動
画
再
生
や
年
齢
認
証
な
ど
の
項

目
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、
突
然
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
や
出
会
い
系
サ
イ

ト
に
つ
な
が
り
、
一
方
的
な
会
員

栄えある受章
　　おめでとうございます

　在職中は、地域のみなさんからいただいた「あり
がとう」の言葉に励まされ、人の気持ちや手紙を届
けることの重みを感じながら仕事をすることができ
ました。今回の受章は自分一人のものではなく、支
えてくれた地域のみなさんや職場の仲間たちと一緒
にいただいたものだと感じています。ありがとうご
ざいました。

　40年余りにわたって郵政業務に携わり、郵便物
などの集配業務を通じて郵便事業の発展に貢献さ
れました。

井本　好和さん（69）岩倉町
元　日本郵政公社職員

郵政業務功労

受章の声

瑞宝単光章

　石鏡漁業協同組合長を長年務められ、伊良湖水
道航路やその周辺海域の海上安全の確保、海難防
止などに積極的に貢献されました。また14年間、
鳥羽市議会議員として地域の発展に尽力されまし
た。

　自分一人の力ではなく、市民のかたやみんなに支
えてもらって章をいただくことになり、みなさんに
感謝しています。またいろいろな活動ができたの
は、家を守ってくれた妻のおかげだと思います。

木村　幸夫さん（76）石鏡町
元　鳥羽市議会議員

地方自治功労

受章の声

旭日双光章

消費者トラブルに
ご用心！

消費者トラブルに
ご用心！

消費者トラブルに
ご用心！
消費生活相談

開設日時：月・水・金
　　      午前9時～午後4時
場   所：市民文化会館3階
農水商工課商工労政係
鳥羽市消費生活相談室
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